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（2） 探検活動やゴ ミ処理場 の社会科見学，インタ
ビューを通して，仲間の考え，両親の考え，お




















































































































































































































































































































































































































構築 に参画 する力 の育 成
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後の授業づくりにおいて改善されなければならな
いだろう。
次に
，目標をみると，全員が市民的資質の育成
を目指した授業実践の発表となっている
。今後の
授業づくりの方向性は
，４名の共通認識となって
いるようだ
。匚公民的資質の基礎を養う」と『学
習指導要領社会』の匚目標
」に明記されてはいる
か
，現場教師が日頃の実践に際して，それを意識
することは少ないだろう
。しかし，発表者４名は，
匚変革の時代の小学校社会科教育実践
」は，市民
的資質の育成を目指すべきであると主張している
。
では
，その目標を達成するために，どのような教
育内容を設定し
，何をこそ教材化し，いかに指導
方法を改善しようと提案するのだろうか
。
中山実践の報告を通して
，発表者は，子どもが
現実生活の問題を解決する場と時間を保障するた
めには大単元での構成が必要であることを主張し
ている
。確かに，教科書単元にしたがって次々と
授業を展開している教育現場の現状において
，
厂子どもの主体的学習を保障するために複数単元
を接続しよう
」という提案は意義深い。また，曖
昧な表現である「社会形成への主体的参画」は，
子どもの買い物行動やゴミ処理の行動と結びつけ
ると
，賛否は別として，具体的でわかりやすい。
ただし
，子どもが生活の問題を子どもの力のみ
で解決しようとすると認識できる内容には限界か
おる
。結果として，子どもは社会の現状を肯定す
ることはあっても
，批判的に見ることはなく，社
会の抱える問題や構造
，仕組みを理解することは
できず
，社会の本質を認識しないまま学習を終え
ることになる危険性があるだろう
。事実，抽出児
Ｏは
，匚野菜の包装は必要か不要か」という問題
に対して
，親の買い物行動や友達の親の考え方を
受け入れて「包装は不要だ」と考えている。しか
し
，０児は八百屋の取材を通して，匚包装は必要
なのだ
」という反対の考え方も受け入れている。
Ｏ児は
，現状を肯定的に受容していると言わざる
を得ない
。ただ，授業者が，単元展開の終盤，
リサイクルボックスに出された白いトレイのそ
の後
」厂リサイクルは完璧にされてるのか」と
いった子どもたちの疑問を学習問題として積極的に取り上げようとしている点は，意義のある指導
の行為として注目したい
。本問題についての授業
展開の詳細は残念ながら不明だが
，多分，子ども
たちはゴミ処理の仕組みや問題を認識することに
なったであろう
。今後，「‾変革の時代の問題解決
学習
」においては，教師はいかに指導していくべ
きか
，明らかにされることが期待される。問題解
決学習は
，知的形成を排除するものではないのだ
から
，子どもの社会認識形成に資する教師の働き
かけを明らかにし，現場教師の追試による検証を
期待したい。
吉崎実践の特色は
，小泉八雲という海外から来
日した文化人を教材化したところにある
。中学年
の本単元は
，用水を開発した先人の業績を取り上
げることが多く
，文化人の教材化は珍しい。本単
元では
，子どもたちは八雲を調べることを通して，
松江のよさを学ぶ
。また，匚八雲を核にした町お
こしをしようと動いた松江の人々の思いや願いの
追求
」が単元構成の中核となっている。その結果，
授業者のねらい通り
，子どもは匚地域を愛し，地
域の発展を願う
」作文を書いて，単元を終えるこ
とができている
。このような特色を持っている実
践ではあるが
，「態度主義」という問題を克服で
きているかというと疑問が残る
。その原因と改善
方法は
，発表者自身が配付資料の最後に記載して
いるので紹介しよう。
匚この学習をふりかえってみたとき
，松江の町
のプラス面ばかりが強調されすぎてはいなかった
かという問題点が指摘できる
。それぞれの町には，
すばらしい側面をもっている反面
，必ず課題も抱
えているのが常である
。社会科の学習においては，
プラス面だけではなく
，その町の特色を批判的に
検討する視点も盛り込んでいくことが大切である
と考える
。そういった批判的な見方を経た上で感
じ取ることができたその町のすばらしさこそが
，
郷土を愛する心を育むもととなると考えるからで
ある
。（筆者略）町の有り様を批判的にとらえる
時間を盛り込むことが必要であると考える
。」
「郷土を愛する心
」は，客観的かつ科学的な社
会認識形成を通して育成されるものだろう
。匚郷
土を愛する心
」を育成するために，社会的事象の
匚プラス面
」を限定的に取り上げて認識形成を図
るとしたら，決してその社会の問題点を認識する
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ことはできず
，結果として，その原因や解決策を
考えることはできない
。匚態度主義」社会科を克
服できなければ
，たとえ子どもが，郷土を愛する
ことができたとしても
，その社会をよりよいもの
へと変革することはできないだろう
。それは，果
たして「郷土を愛している
」といえるのだろうか。
さて
，「‾海外から来日した文化人」という本教
材の独自性を生かすには
，匚社会の比較」という
方法によって匚地域社会がわかる
」授業づくりを
目指すことができるのではないだろうか
。厂なぜ，
小泉八雲＝ラフカディオ・バーンは，日本の風土・
文化を愛したのか
」という問題のもと，八雲が来
日するまでに過ごしたギリシヤ
，アイルランド，
イギリス
，フランス，アメリカそれらの社会と比
べて
，当時の日本社会のどこが八雲をそれほどま
でに惹きつけたのか
，を明らかにする授業はでき
ないだろうか
。また，国内でも八雲が過ごした熊
本
，神戸，東京に比べて，松江のどこが八雲を惹
きつけたのだろうか
。海外や国内の他の地域社会
と比較することを通して
，松江という地域社会そ
のものが明らかになるのではないだろうか
。この
教材には
，地域社会が明らかになる典型的な匚地
域学習
」を開発できる可能性かおる。
稲井実践は
，第６学年の歴史学習における新し
い教育内容を開発できる可能性を示している
。現
行の平成10年版学習指導要領でも新しい学習指導
要領でも
，日清・日露の戦争を調べることを通し
て
，匚我が国の国力が充実し国際的地位が向上し
たこと」をわがらせることになっている。言い換
えれば
，匚日清・日露の戦争は，我が国の国際的
地位を向上させる上で大きな役割を果たした
」と
いうことが教育内容となっているのである
。ただ
し
，考えてみれば，戦争が政策として成功事例な
のか失敗事例なのかという論議は分かれるのでは
ないだろうか
。つまり，学習指導要領に記載され
ているこのような考え方は
，一つの解釈に過ぎな
いのではないか
。戦争の原因と結果・影響を明ら
かにし
，政策としてふさわしいものだったのかど
うかを考える授業こそが社会科授業なのではない
かＯそして何より
，二度と戦争を起こして ら
ないという認識形成こそが必要ではないだろうか
。
発表者が，「日露戦争後，日本がまずもって取り
組むべきことは何か
」という論争問題を設定し，
避戦平和型反戦思想を覚醒したいと考えた本実践
は
，匚歴史的事象をどう解釈するのか」匚歴史学習
の教育内容は何か
」を問い直している。
稲井実践のもう一つの単元匚世界の中の日本」
もまた
，教育内容を問い直す提案となっている。
『学習指導要領社会』では
，「‾外国の人々と共に生
きていくためには異なる文化や習慣を理解し合う
ことが大切であること」が匚内容」となっている。
しかし
，現実には，「‾異なる文化や習慣を理解し
合うこと」ができなくても，外国の人々と共に生
きていかなければならない
。そこで，発表者は，
本単元の目標を以下のように設定する
。匚文化衝
突の中で
，合意不能な面の存在を理解し，それを
了解した上で
，共通する土俵をさがし，広げよう
とする思考を働かせることができる
」このような
考え方を発表者は「不完全欧の相互承認」という。
そうして
，発表者は，複数の外国を取り上げて，
厂日本として学べないことは何か
」討論する授業
をつくる
。本提案は，国際理解学習における新し
い教育内容の開発を求めるものといえる
。
変革の時代を迎え
，社会科は民主主義を学ぶ教
科としてますます重要性を増すであろう
。その要
請に応えるには
，新しい教育内容として匚法的な
思考
」を設定しよう，という提案が菊池実践であ
る
。発表者は，複数の実際の政治事例を教材化し
た上で
，民主主義の基本概念・原理である匚正義」
（「‾配分的正義」厂手続的正義コの考え方を子ども
たちに使わせる
。開発した本単元は，アメリカの
代表的法教育教材の翻訳書『わたしたちと法』3）
（現代人文社, 2001年）に示唆を得て開発されて
おり
，小学校における法関連教育の可能性を探っ
たものとなっている
。教育基本法に新たに規定さ
れた「社会形成への主体的参画
」ができる市民と
は
，法を遵守するばかりではなく，不公正な法に
は反対し法制度の改善に取り組むことができる市
民であろう
。そような市民を育成するためには，
無限に存在する社会的事象の中から何をこそ教育
内容として選択するべきなのだろうか
。変革の時
代における社会科で取り上げるべき内容の選択視
点として
，匚民主主義」は欠かすことができない
だろう。今後は，小学校社会科教育において，民
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主主義の基本原理をまなび
，現実の政治問題を考
える授業の開発が求められるだろう。
本稿で紹介した4名の課題研究発表を検討する
と
，厂変革の時代に求められる実践」には，教育
内容や教材
，方法の見直しと開発・改善が，一つ
一つの具体的な授業づくりにおいて必要であるこ
とがわかる
。それは，本課題研究発表すべてが実
践の事実にもとづいており
，子どもの変容結果を
示しているからである
。社会科授業が市民的資質
の育成を目指す過程だとしても
，同時に，それは
社会認識形成の過程であることは違いない
。授業
では
，どのような認識を，どのような教材や方法
で形成しようとしたのか
，そして，その結果とし
て子どもはどのような変容をみせたのか明らかに
することが
，研究を科学的なものにするのである。
今後も
，学会の場で，このような貴重な実践提案
に学ぶとともに
，理論からの具体的な授業づくり
への示唆が得られるよう期待される。
【註】
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